







初めに、神は天地を創造された。地は混沌であって、闇が深淵の面にあり、神の霊が水の面を動いて た。神は言われた。「光あれ。 」こうして、光があった。神は光 見て、良しとされた。神は光とを分け、光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。夕べがあり、朝があった。第一の日である。第一日目に、最初に が造られ 闇が分けられて、昼と夜が造られ
た。このあと、日ごとに世界が創られて行く。
第二日。この日は天が創造される。神は言われた
「水の中に大空あれ。水と水とを分けよ。 」神は大空を造り、大空の下と大空の上に水を分けさせられた。そのようになった。神は大空を天と呼ばれた。夕べがあり、 朝があった。第二の日である。ここから先は、それぞれの の言葉と、創られたものを並べておこ
う。


































を述べ、 「故（かれ）曰はく」つまり「それ故に、次のように言う」という一文でつないで、日本の固有の伝承内容を語る という構文上の特徴である。『淮南子』や、いまは散逸してしまった『三五暦記』などからの引用で成り立つ冒頭部分をまず引用しておこう。古（いにし）へ天地（あめつち）未だ剖（わか）れず、 陰陽（めを）分（わか）れざりしとき、混沌（まろか）れたること鶏子（とりのこ）の如 ごと）くして、溟滓（ほのか）にして、牙（きざし）を含（ふふ）めり。其れ清陽（すみ きらか なるものは、薄靡（たなび）きて天 あめ と為 、重濁（おもくにご）れるものは、淹滞（つつ）ゐ 地（つち） るに及びて、精妙（くは く へ）なるが合（あ）へるは摶（むらが）り易（やす） 、重濁（お くにご）れるが凝 りたるは竭（かたま）り難（がた し。故（れ） 、天（あめ）先（ま）ず成 て地 つち）後 のち） 定（さだま）る。然 しかう し 後に、神聖（かみ） 、其 中に生（あれます。原初の、 「天地未剖、 陰陽不分」の、 鳥の卵のようなと形容される「混
沌」がまず語られる。そこから「清陽」と「重濁」の違いによって天と地が分かれていく。というのである。要するに、原初の混沌から、陰陽の原理によって天地が分かれ、 天が先にできた、 と語られている。
これが天地の始まりに付いての普遍的真理と考えられていて、だか
ら（日本でも）次の うに言う、 続いていく。 「日本でも」と補うと文脈が明確になる。
その日本の固有の伝承と考えられる部分は、
開闢（あめつちひらく）る初（はじめ）に、洲壌（くにつち）の浮かれ漂へること、譬（たと）へば游魚（あそぶいを）の水上に浮けるがごとし。時に天地の中に一物（ひとつのもの）生れり。状（かたち） 、葦牙（あしかび）のご し。便（すなは）ち神となる。国常立尊（くにのとこたちのみこと）と号 まう）す。 （略）凡（すべ）て三（みはしら）の神ます。乾道 あめのみち）独（ひとり）化（な）す。所以 このゆゑ に、此（こ）の純男（をとこのかぎり を成せり。一読して明らかなことは、天地が分かれる いう事実のみが語られ
て、それが陰陽の原理によるとは語られていないことである。 「乾道」や「純男」という表現からすると、ここまでは陰陽以前と解釈するほうがむしろ自然であろう。日本の固有の伝承と中国的な陰陽の原理による天地の始まり は微妙にずれてい のである。それにもかかわらず、陰陽原理で解釈される、ないしは裏付けられる、という構造になっている。
後述するように、書紀編者は、伊奘諾尊と伊奘冉尊のいわゆる国生






















「天地初判」 という四字熟語で表現される例が最も多い。 しかし一方、一書の第二・第三・第五のように、分かれる以前の状態に重点をおいた表現も見られる。本文を含め「天地初判」をいう場合でも、むしろ原初の混沌そのものの中から最初の神が現われることに重点がおかれた表現になっている。 「天地初判」と言いながら、どこまで「判」が意識されていたか疑問であって、単に「この世のはじめに」くらいの意味しかなかったのではないかとも考えられる。少なくとも、天と地が分かれて行くこと自体に対しては関心が希薄
である、ということを確認 き だろう。
このように中国的な 地の始まりとは微妙な差異があるのだが、他
方、 『旧約聖書』の「天地創造」と 違 もまた明白で、 『旧約聖書』ではまず神とその言葉があったのに対して、 『日本書紀』ではまず「天地」があり、その中から神が生まれてくる。
　（二） 「神世七代」―最初の神々―
どのような神々が最初に生まれたのか。 『日本書紀』では、七とい






天地（あめつち）初（ じめ）て判（わか）るるとき、 物（ひとつのもの）虚中（そらのなか）に在（あ）り。状貌（かたち）言ひ難（がた）し。其の中に自 おの）づからに化生（なりい）づる神（かみ） 有 （いま） す。国常立尊 （くにのとこたちのみこと） と号 （まう）す。 以下略（
2）一書第二
古（いにしへ 国（くに）稚 い）しく地（つち）稚（い）しき時に、譬（たと）へば浮膏（うかべる ぶら）の猶 ごと）くして漂蕩（ただよ）へり。時に、 国 中に物（もの 生（ ）れり。状 かたち）葦牙（あしかび の抽 ぬ け出 い）でたるが如（ごと）し。此（これ）に因 よ） て化生（なりい）づる神 かみ）有（ま す。可美葦牙彦男尊（うましあ かびひこぢのみこと）と号（まう）す。（
3）一書第三
天地（あめつち）混（まろか）れ成る時に、始めて神人（かみ 有（ま） す。可美葦牙彦男尊 （うましあしかびひこぢのみこと） と号 （まう）す。 （以下略）（
4）一書第四
天地（あめつち）初 はじ）めて判（わか）るるときに、始めて倶（とも）に生（なりい づる神有す。国常立尊 くにのとこたちのみこと）と号（ま 次に国狭槌尊（くにのさつちのみこと） 。
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又（また）曰（い）はく、高天原（たかまのはら）に所生（あ）れます神の名（みな）を、天御中主尊（あめのみなかぬしのみこと）と曰（まう）す。次に高皇産霊尊（たかみむすひのみこと） 、次に神皇産霊尊（かみみむすひのみこと） 。 以下訓注略）（
5）一書第五
天地未（いま）だ生（な らざる時に、譬へば海上（うなはら うへ）に浮（うか）べる雲の、根（ね）係（かか）る所（ところ）無きが猶（ごと）し。其の中に一物（ひとつのもの）生（な）れり。葦牙（あしかび）の初めて埿 ひぢ の中に生 おひい）で るが如し。便（すなは）ち人（かみ）と化為（な）る。国常立 と号す。（
6）一書第六



































ともあって、中国唐王朝の主祭神である昊天上帝 倣っ 文字通 に創作された神ではないかとされる。そのとおりであろう。
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高皇産霊尊（たかみむすひのみこと）と神皇産霊尊（かみみむすひ
のみこと）はムスヒ、 すなわち物を産み出す力の神格化されたもので、男女の対とされた神と考えられる。とくにタカミムスヒはいわゆる天孫降臨 一方の主宰神である。この神に付いてはあらためて別稿を用意することとし、ここでは、アメノミナカヌシとセットになって ることから、天地 始まりの最初の神としては最も新しく登場したのだろうと判断しておきたい。
かくして、記紀神話の異伝の比較から、具象的な神から抽象的な










	 大戸之道尊（オホトノ ノミコト） ・ 大苫辺尊（オホトマベノ
六代
　　
面足尊（オモダルノミコ ） ・ ・ 惶根尊（カシコネノミコト）
七代
　　
	 伊弉諾尊（イザナキノミコト） ・ 伊弉冉尊（イザナミノミコト）
四代目の両神、ウとスが対になって男女を示すとされる。 「ひぢ」
も「に」も泥や土をあらわす。ここでもまた泥が登場する。泥の中から男女つがいの神が現われる。
五代目、 「と」 は二つの世界をつなぐ狭まった所をいう。港 （みなと）
や瀬戸（せと）の「と」である。そこを塞ぐ扉ではなく、隙間の空間そのものを指す。ここでは男女の性器を指すとされる。 「みとのまぐはひ」の「と」でもある。それに「大」 、すなわち「立派 」という修飾語が付いている。
六代目、ここから男女両神のかけあいの言葉になる。男神が言う。
「面（おも） 」が「足（た） 」りている、 容貌が整っている、 きれいだね、と。女神が答える。 「惶（かしこ 」いことです、おそれおおいことです、と。
七代目、 「いざ」は現代語に残る「いざ鎌倉」の「いざ」 、 「さあ」
という誘いの言葉である。 「な」 は現代語の格助詞の 「 」 、 「き」 と 「み」はそれぞれ男と女を示す。 「さあ お こ」 「さあのおんな」というのが直訳である。
この部分、物語仕立てになっている。なんら の神話劇的なものが

















（中略）時に、 陰神先ず唱へて曰く「憙哉（あなうれしゑや） 、 可美少男（うましをとこ） に遇ひぬること」 とのたまふ。陽神悦びずして曰く 「吾はこれ男子（ますらを）なり。理（ことわり）まさに先に唱ふべし。如何ぞ、婦人（たわやめ）にし 、かへりて言（こと）先立つや。事すでに不祥（さがな し。以て改め旋るべし」とのたまふ。ここでは陰陽の原理を受容することは、男尊女卑の差別思想をも受
け入れることだったことだけを確認しておこう。
かくして誤り 修正され 記紀神話の中でも知られたくだりに至るよりて陰神に問ひて曰く「汝（いまし）が身に何の成れるところか有る」とのたまふ。 たへて曰く「吾が身にひとつの雌の元（めのはじめ）というところあり」とのたまふ。陽神曰く「吾が身に亦、雄の元といふところあり。我が身 元 ところをもて、汝が身 元のと ろに合（あ ）せむと思欲ふ」 のたまふ。ここに陰陽（めを）始めて遘合（み の ぐはひ）して夫婦（をうとめ）とな 。解説するまでも無いだろう。この部分は『古事記』の方が知られて
いるかもしれない。 『古事記』からも引用しておく。
ここに、 其の妹（いも）伊邪那美命に問ひて曰（の）らさく な）が身はいかに成れる。 」とのらせば、 答へて白（ を）さく、 吾（あ）が身は成りなりて成り合はぬ処 （ ころ） 一処 ひとところ） 在 あ）り。 」とまをす。しかして、伊邪那岐命詔（の）らさく、 「我（あ）が身は成りなりて成 余れる処一処在り。故、此 吾が身 成り余れる処以ちて、汝が身の成り合はぬ処に刺し塞ぎて、国土（くに）
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水に囲まれた陸地だけではなく、陸上でも「占む」 、 「閉む」 、 「治る」
などの語で表されるような状態になっている場所をいう。従って「くに」ではなく「しま」が使われても必ずしもおかしくはないのだが、なぜ「越」だけが「しま」なのか、手がかりはないに等し 。
⑺の「大洲」も余りに一般的な名で、瀬戸内のいくつかの島が候補
に上がるようだが、どの島を指すのか未詳とされる。「大八洲」として八つの島をあげるが、具体的にどの島か、実は明確ではないのである。先述の、 快びざるところ」とされた「淡路洲」も、曖昧さが残る。この部分もいくつかの「一書」があり、島の名前などの異伝が残されてい のだが、例えば、一書第一では女神が先に声をかけた結果として、 「蛭児（ひるこ） 」とともに「淡洲（あは しま） 」が「児（こ）の数（かず）に充（ ）れず。 とされている。最初に不具の子が生まれると う神話類型に属するという。こ 「淡洲」が先の「淡路洲」と同一か も考えられるが、一書第一は「淡洲」とは別に「淡路洲 あって、それは「大八洲 いって る具体的な八島を示すのは本文と一書第一のみで、他の異伝は、具体
的な八にはこだわってい いように見える。
偶数の「八」は日本固有の「聖数」 される。具体的な数字の八で






さて、 「大八洲生成」はまだ完結していない。次に海を生む。次に川を む。次に山を生む。次に木の祖（おや）句句廼馳（くくのち）を生む。次に草の祖・草野姫（かやのひめ）を生む。亦（また）は野槌（のつち）と名（なづ）く。日本を彩る地形と植物が生み出されて行く 動物は生み出されない。
それは食物の起源とかかわって、次の世代で生み出される になっている。
まとめにかえて
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